                                          静坐上達のコツ　②　　　岩倉克年作成

　私は9年前から「悟った人」を名乗っています。

　28才の時に見性体験はわずか4ヶ月、平均毎日30分として積算時間60時間でできました。多分記録的な早さだと思います。（除く六祖慧能・・中国の人、頓悟禅）

　悟りに入った瞬間「宝くじに当たるよりよい事が起こった」と実感しました。

　その喜びを伝えるために沢山のホームページも作ってきました。

　　　私のような素人が悟りに成功した理由　　

　現在のサラリーマンは坐禅をするのに恵まれた生活環境だといえます。

　仕事のために規則的な生活をして、睡眠や栄養について無理がないと思います。

　坐禅は脳のトレーニングです。他のトレーニング同様毎日することが基本です。

　私は他のトレーニング同様生活環境が大切だと考えています。

　　　低酸素坐禅

　素人ながらも見性し、さらに次々と体験を積み重ねてこられたのには私独自の理由があります。

　最初の坐禅で「低酸素効果」に気づいた事です。

　つまり低酸素による思考力の低下が「定」を実現するのを体験しました。

　以後いろいろな工夫をして「低酸素」を目指した坐禅をしてきました。

　その事について、私にとっての時代順に書いてみます。

①　初めての坐禅は「息を長く引く」（複式深呼吸の）坐禅でした。追求し上手に

　　なると１分に4回程度の呼吸になりました。

　　当然酸素不足になります。それで低酸素効果に気づいたのです。

②　2002年2月に始まる坐禅では途中から「息を絞り込んでいけばよい事」に気

　　づきました。それが次々と体験を積むことに繋がりました。

　　上手にできるようになるには、ほんの少し時間がかかると思います。

　　3億円以上の価値がある「一生の大事」のためですから根気よく挑戦したい。

③　「作業マスク」を使っての坐禅や睡眠。・・楽に低酸素効果を得られる裏技

　　睡眠時には風邪引きのためや花粉症対策のマスクだと安心です。

　　私は坐禅ができない時などは「坐禅不足」を補う意味でマスクをして寝ました。

　　おかげでこの9年は悟りから出てしまうことなく無事にすぎてきました。

　　悟りから出てしまうと元の木阿弥で「弱い私」に戻ってしまいます（2回体験）
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